
募集地域 募集内容
推薦締切
※誓約書提出
(教育窓口)

第１次試験 備考 掲載日

1 神奈川県

（１） 小学校教員区分 １名
（２） 理科、英語に優れた力量をもつ小学校教員区分 人数制限なし
（３） 中学校 美術・技術・家庭教員区分 各教科１名
（４） 中学校・高等学校外国語（英語）教員区分 人数制限なし
（５） 特別支援学校教員区分 １名
（６） 教職大学院区分 人数制限なし
（７） 障がい者区分 人数制限なし

11月6日
大学からの推薦書、在
学時の成績及び課題
論文により選考する

①神奈川県の「めざすべき教
職員像」（資料あり）に照らし
て、神奈川県公立学校教員と
しての適性を有し、かつ教員
志望の動機が明確である者
②学業成績が優秀である者
（在学時の成績においてＡ、Ｂ
の数が５０％以上）
③（英語区分のみ）TOEIC730
点以上、TOEFL-iBT80点以上
又は実用英語技能検定準１級
以上のいずれか１つのスコ
ア、級の取得者

10月18日

2 浜松市

(1)小学校教員区分
(2)中学校教員区分（国語・数学・理科・美術・技術・家庭・英語）
(3)発達支援推進教員区分（中学校は、国語・数学・理科・美術・技術・家庭・英語）
各大学から２名、教職大学院で２名

2月7日

第1次選考試験におけ
る「教職・一般教養試
験」「教科専門試験(筆
記)」「個人面接」、第2
次選考の「教科専門試
験（実技）」を免除

1月24日

3 鹿児島県

○小学校　２名
○特別支援学校　小学部または中・高等部から　１名

※特支　中・高等部の教科は（国語、社会（地理歴史・公民）、数学、理科、保健体育、音楽、
美術、外国語（英語）、家庭）に指定。

4月4日 １次試験を免除
令和７年３月３１日時点におけ
る取得単位のうち「C以上の評
価」が５０％以上の者

1月24日

4 長崎県

（１）小学校 計３名（原則、学部生２名・大学院生１名とする。）
（２）中学校（社会）学部生１名
（３）中学校（理科）学部生２名
（４）中学校（美術.・技術・家庭科）　制限なし
（５）高等学校（工業）学部生１名

2月18日
一次試験の全てを免除
※教科によっては二次
試験の実技も免除

2月5日

5 宮崎県

（１）小学校等　２名以内
（２）中学校等（国語）１名以内
（３）中学校等（技術）１名以内
（４）高等学校等（工業）１名以内
（５）高等学校等（農業）１名以内

2月18日 １次試験を免除 2月9日

6 沖縄県

(1)小学校教諭等
(2)中学校教諭等（全教科）
(3)高等学校教諭等（工業、水産）
人数制限なし

●沖縄県の大学等推薦の出願手続きについて
①３月１１日（火）※厳守※までに誓約書を学務係へ提出
②３月１８日（火）以降に、推薦関係書類を学務係より受取
③推薦関係書類と、その他提出書類を同封し、３月３１日（消印有効）までに沖縄県教育委員
会へ各自で郵送

※出願の詳細については、下記沖縄県教育委員会のHPより、下記書類等について確認する
こと。※詳細は、下記別添資料を参照のこと
・「令和７年度実施沖縄県公立学校教員候補者選考試験「夏選考」実施要項」
・「沖縄県公立学校教員候補者選考試験における大学等推薦 実施要項」
・「沖縄県公立学校教員候補者選考支援 よくある質問集」

3月11日
第1次試験の一般教養
及び教職教養試験を
免除する

①一般選考の受験資格を全て
満たしている者

②出願時に、琉大に在籍し
R8.3.31までに卒業又は卒業
見込みである者

③大学３年時点（直近の前期
まで）の累積GPAが3.0以上の
者

2月28日

7 大阪府

推薦の対象となる校種等・教科・教科及び推薦人数（全て大学、大学院又は教職大学院ご
と）
① 小学校　各２名まで
② 小中いきいき連携　各２名まで
　※②については、小学校教諭の普通免許及び令和７年２月２８日に公表のR8テスト受験案
内に記載する募集教科の中学校教諭の普通免許状が必要です。
③ 中学校（国語、数学、理科、音楽、美術、技術、家庭）  各教科２名まで
④ 高等学校（農業、工業（電気・工業化学・工業デザイン）、商業、家庭・福祉共通、看護）
各科目２名まで
⑤ 支援学校
（幼稚部・小学部共通） 男性・女性問わず２名まで
（小学部）  男性・女性問わず２名まで
（中等部） 各教科２名まで
　※R8テスト受験案内に記載する募集教科（保健体育を除く。）が対象。
（高等部） 各教科（科目）２名まで

3月18日
推薦書等の内容を審
査し、対象者は第１次
選考の受験を免除する

取得単位科目の評価が「C」以
上が８割以上でかつ「B」以上
が５割以上であること

3月13日

8 大阪府豊能地区

（１）大学等推薦者対象の選考
・小学校→大学、大学院又は教職大学院につき各１名以内
・中学校（国語・社会・数学・理科・音楽・美術・保健体育・技術・家庭・英語）→大学、大学院
又は教職大学院につき各１名以内

（２）大学等推薦者小中チャレンジ対象の選考
・小学校→大学、大学院又は教職大学院につき各１名以内

3月18日

推薦書等の内容を総
合的に審査し、第１次
選考のうち筆答テスト
を免除する者を決定す
る

C以上の評価が（概ね）７割以
上を占める

3月13日

9 堺市

（１）小学校
（２）特別支援学校小学部 （１）、（２）あわせて３名又は５名※
（３）小学校外国語推進 １名
（４）中学校（家庭） ２名
（５）中学校（数学、理科、美術、技術）上限なし
（６）特別支援学校中学部 １名
　※（２）が１名以上含まれる場合は５名となる

3月28日 一次筆答試験が免除

取得単位科目の評価のうち、
「C」以上が 80％以上でありか
つ「B」以上が 50％以上である
こと。

3月13日

10 佐賀県
（１）小学校教諭等 １名
（２）中学校教諭等（国語、理科、英語、技術、家庭）いずれか１名

4月1日

書類選考で合格と判断
した者は、一般選考試
験における第一次試験
を免除とする。

3月13日

11 京都市

（１）小学校
教職大学院２名以内 教職大学院を除く大学等４名以内
（２）中学校（国語・数学・理科・技術・家庭・英語）
教職大学院２名以内 教職大学院を除く大学等６名以内※
※ただし、各教科３名を上限とする。
（３）高等学校（工業・情報）
 教職大学院２名以内 教職大学院を除く大学等１名以内
（４）総合支援学校
 教職大学院２名以内 教職大学院を除く大学等４名以内

4月1日
提出書類を審査し、第
１次試験免除者を決定
する

学業成績が、４段階評価にお
ける上位２評価が、全単位の
９割以上を占める者（A,B判定
が９割以上）

3月13日

令和7年度（令和８年度採用）県外教員候補者選考試験　大学推薦

令和７年度の卒業・修了予定の方が対象となります。※３年次チャレンジは（R8年度卒業・修了予定者）
教員採用における大学推薦については、概ね下記の通りの手続きを行います。
【学内での推薦決定について】
①指導教員に大学推薦の希望を相談、②誓約書を作成、指導教員に提出、③指導教員の署名・押印した誓約書を学務係へ提出、④学内での選考後、大学からの推薦者を決定
【大学からの推薦決定後】
①各自治体の要領等を確認し提出書類等の作成・準備、②所定の期日までに学務係へ必要書類を提出、③就職係等を通じて必要書類を各自治体へ提出
※推薦決定後の提出書類について、提出期間が短い場合が多いため、事前に準備しておいて下さい。
※大学推薦については誓約書の内容を必ず遵守する必要があります。

募集要項や推薦書等を確認したい学生は教育学部の窓口で受け取って下さい。（要項がＨＰ等で公表されている場合はリンク等を貼りつけています）
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第１次試験 備考 掲載日

12 福岡県

（１）小学校教員（一般）
（２）小学校教員（英語有資格者）
（３）中学校教員（実施する全教科）
（４）特別支援学校教員（実施する学部の全教科）
人数制限なし

4月3日 第１次試験を免除する

○学業成績が優秀な者の内、
公立学校教員として適正があ
る者として大学等が推薦する
者（取得単位の評価が、Ｃ以
上が８割以上で、かつＢ以上
が５割以上であること）

○英語有資格者は別途受験
資格あり(要項確認）

3月26日

13
福岡県
(大学３年生チャレンジ
特別選考）

（１）小学校教員（一般）
（２）小学校教員（英語有資格者）
（３）中学校教員（実施する全教科）
（４）特別支援学校教員（実施する学部の全教科）
人数制限なし

4月3日

大学３年生に第１次試
験を受験可能とする
（合格者は翌年の第２
次試験からの受験とす
る）

※小学校（英語有資格
者）は第１次試験にお
いて「専門教科」試験
内の「英語に関する試

○英語有資格者は別途受験
資格あり(要項確認）

3月26日

14 埼玉県
（１）小学校教諭等 １名
（２）全志願区分（教職大学院のみ）１名

4月11日 第１次試験を免除する 3月26日

15 横浜市

（１）小学校 上限なし（大学院を含む）
（２）中学校・高等学校（国語） １名（大学院を含む）
（３）中学校・高等学校（数学） １名（大学院を含む）
（４）中学校・高等学校（理科） １名（大学院を含む）
（５）中学校・高等学校（美術） １名（大学院を含む）
（６）中学校・高等学校（技術） １名（大学院を含む）
（７）中学校・高等学校（家庭） １名（大学院を含む）
（８）中学校・高等学校（英語） １名（大学院を含む）
（９）特別支援学校 上限なし（大学院を含む）

4月10日

第一次試験の教科専
門試験及び一般教養・
教職専門試験を免除
する

ア．累計GPAが、満点の７０％
以上（GPAが２．８以上）
イ．A・B相当以上の取得単位
数が、総取得単位数の５０％
以上（Ｒ評価は含まない）

3月26日

16
横浜市
（大学３年生チャレンジ
推薦特別選考）

（１）小学校 　　　　　上限なし
（２）特別支援学校 　上限なし

4月10日

第一次試験の教科専
門試験及び一般教養・
教職専門試験を免除
する

ア．累計GPAが、満点の７０％
以上
イ．A・B相当以上の取得単位
数が、総取得単位数の５０％
以上（Ｒ評価は含まない）

3月26日

17
川崎市

（１）小学校：上限なし
（２）中学校/高等学校
（国語・数学・理科・音楽・美術・技術・家庭・英語）：上限なし
（３）特別支援学校：上限なし
（４）高等学校（工業）：２名以内

4月10日
提出書類の内容を総
合的に評価し、第１次
試験免除者を決定する

3月31日

18
川崎市
（大学３年生）

（１）小学校：上限なし
（２）中学校/高等学校
（国語・数学・理科・音楽・美術・技術・家庭・英語）：各２名以内

4月10日
提出書類の内容を総
合的に評価し、第１次
試験免除者を決定する

3月31日

19 東京都

（１）小学校全科
（２）小学校全科（英語コース）
（３）中学校・高等学校共通［国語、社会、数学、理科、英語、音楽、美術］
（４）小学校・中学校共通［理科、音楽、美術］
（５）小学校・中学校・高等学校共通［家庭、保健体育］
（６）中学校［技術］
（７）高等学校［情報、商業、工学、農業、福祉、水産］
（８）特別支援学校
（９）養護教諭
※推薦人数に上限なし

4月10日

書類審査により優秀と
認められた場合に、第
一次選考における教職
教養試験を免除する

学業成績について累積 GPA
が 3.0 以上(４点満点)の者。た
だし、小学校全科（英語コース
を含む）において、セファール
B2 以上の英語有資格者につ
いては累積 GPA が 2.8 以上
(４点満点)の者とする。

3月31日

20 滋賀県 ○小学校　１名 4月18日
第１次選考のうち「一般
教養・教職教養」を免
除する

3月31日

21 相模原市

○小学校（小学校全科、小学校全科（英語コース）、小学校全科（特別支援））
○中学校（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、家庭、英語、特別支援）

人数制限なし

5月2日
第１次試験の「教科専
門試験」を免除します。

学業成績が「Ｂ以上の単位数
が６０％以上」の者

4月14日

22 広島県広島市

中学校教諭（国語、理科、技術・家庭（技術）、外国語（英語））
高等学校教諭（工業（機械、電気、建築、土木、化学工業、インテリア））

大学・大学院につき各教科１名

4月18日
第１次選考試験におい
て、「教科に関する専
門教育科目」を実施。

https://www.city.hiroshima.lg.j
p/education/kyoushokuin/102
6039/1036386/1037750.html

4月14日

23 神戸市

（１）小学校教諭、小学校教諭（英語コースを含む）
（２）中学校・高等学校教諭（国語、数学、理科、美術、技術、家庭）
　　※中学校・高等学校は一括採用
（３）特別支援学校教諭

大学・大学院・教職大学院それぞれにつき、選考区分・教科ごとに３名以内

4月23日
第1次選考の筆記試験
を免除し、面接試験を
実施。

学業成績が「取得単位のうち、
C以上の単位数が8割以上」の
者

4月18日

24 愛媛県

（１） 小学校教員
（２） 中学校教員（国語、数学、理科、音楽、美術、技術・家庭及び英語）
（３） 高等学校教員（音楽、美術、書道（国語）、家庭、情報、農業、工業、商業及び水産）
（４） 特別支援学校教員（小学部）
（中学部 国語、数学、理科、音楽、美術、技術・家庭及び英語）
（高等部 音楽、美術、書道（国語）、家庭、情報、農業、工業、商業及び水産）

大学・教職大学院いずれも人数制限なし

5月12日
第１次選考試験の全て
を免除する

学業成績、C以上が8割以上、
かつ、B以上が5割以上の者

4月25日

25 愛知県

（1）高等学校教員（地理歴史、公民、工業、水産）
（2）特別支援学校（小学部）
（中学・高等部　全教科）

大学・教職大学院いずれも人数制限なし

5月7日
第1次選考試験の全て
を免除

GPAが3.5以上の者 4月28日

26 富山県

（1）中学校教員（家庭、技術）
（2）高等学校教員（家庭、農業、工業、技術、情報）

大学・教職大学院2名以内

5月14日
第1次検査志願者全員
免除

5月8日


